
最後の講釈師･六代目神田伯龍の生誕100年と没後20年を記念してゆかりの名手が集います。

制作：有限会社宮岡博英事務所御問合せと御予約はﾒｰﾙでもSMSでも

灘鑿鰄蕊溌纂捌 鵜



い
よ
い
よ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
弊
社
制
作
公
演
『
神
田
伯
龍
生
誕
百
年

演
芸
会
』
の
ご
案
内
で
す
。

二
○
二
六
年
は
講
釈
師
、
六
代
目
神
田
伯
龍
が

没
し
て
丸
二
十
年
、
そ
し
て
生
誕
百
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
で
す
。

六
代
目
神
田
伯
龍
は
、
大
正
十
五
年
六
月
二
十

三
日
に
大
森
海
岸
に
誕
生
。
名
人
五
代
目
神
田
伯

龍
に
入
門
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
満
二
十
歳
の

若
さ
で
四
代
目
神
田
伯
治
を
襲
名
し
て
真
打
昇

進
。
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
六
代
目
神
田
伯
龍
を

襲
名
。
二
○
○
六
年
十
一
月
十
七
日
没
。
死
の
三

か
月
前
ま
で
高
座
に
上
が
り
ま
し
た
．

空
板
（
か
ら
い
た
Ⅱ
客
入
り
の
前
か
ら
修
羅
場

を
読
む
前
座
よ
り
下
の
身
分
）
を
経
験
し
た
最
後

の
講
釈
師
。
特
に
江
戸
市
井
の
人
々
を
描
い
た

〔
世
話
講
談
｝
は
傑
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
読
み
口

は
上
品
。
講
談
本
来
の
美
点
で
あ
る
語
彙
の
豊
富

さ
、
比
瞼
と
譜
誰
の
巧
み
さ
に
魅
力
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
の
主
流
で
あ
る
口
調
は
力
み
っ
ぱ
な

し
、
張
扇
を
や
た
ら
と
叩
き
ま
く
る
講
談
と
は
正

反
対
の
も
の
で
す
。

桂
米
朝
師
匠
は
「
あ
の
人
の
価
値
を
認
め
る
点

で
は
人
後
に
落
ち
ぬ
つ
も
り
」
と
讃
じ
、
立
川
談

志
師
匠
は
「
最
後
の
世
話
読
み
、
神
田
伯
龍
」
と
そ

の
死
を
嘆
き
ま
し
た
。
し
か
し
生
前
に
正
当
な
評

価
を
得
て
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況

で
も
伯
龍
独
演
会
に
通
っ
て
く
れ
た
片
岡
一
郎
、

東
家
一
太
郎
が
今
回
は
出
演
者
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
ま
す
。

片
岡
一
郎
は
、
坂
本
頼
光
と
共
演
し
弁
士
二
名

に
よ
る
掛
合
［
映
画
説
明
］
を
披
露
。
滅
多
に
お
目

に
か
か
れ
な
い
ス
タ
イ
ル
で
す
。

伯
龍
十
八
番
の
世
話
講
談
『
祐
天
吉
松
』
を
当

会
で
は
浪
曲
の
東
家
一
太
郎
（
曲
師
は
東
家
美
）

と
講
談
の
寶
井
琴
柳
に
よ
る
リ
レ
ー
形
式
で
上

演
し
ま
す
。
こ
れ
も
必
聴
の
組
合
せ
で
す
。

伯
龍
と
は
選
挙
遊
説
仲
間
で
あ
る
立
川
談
之

助
、
桂
米
朝
師
匠
の
香
を
今
に
伝
え
る
桂
八
十
八

が
助
演
。
伯
龍
独
演
会
の
前
座
を
長
く
務
め
て
く

れ
た
入
船
亭
扇
蔵
は
吉
川
英
治
の
『
宮
本
武
蔵
』

を
落
語
に
し
て
口
演
し
ま
す
。

そ
し
て
主
任
（
ト
リ
）
は
浪
曲
の
人
間
国
宝
、

京
山
幸
枝
若
で
す
。
故
人
伯
龍
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
持
っ
て
い
た
天
保
水
耕
伝
よ
り
『
笹
川
の
花

会
』
を
演
じ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
幸
枝

若
に
は
多
く
の
関
東
の
ネ
タ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ネ
タ
も
今
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
は
Ｎ
Ｇ

と
い
う
妙
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
．
主
人
公
の
洲

崎
の
政
吉
が
結
構
強
気
に
出
る
と
こ
ろ
が
講
談

と
の
大
き
な
違
い
で
、
幸
枝
若
の
痛
快
な
峻
呵
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。
曲
師
は
藤
初
雪
。
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

*公演中の無断撮影､無断録音は固くお断りしております。
*補聴器をご使用のお客様は､装着が不完全な場合､高い機械音(ハウリング音)を発する場合があります。
ご自身の耳に隙間なく装着されているかを必ずご確認ください。

儲関構 f
臺個大磯神田伯龍4聴七之助通し公減
CURELLEOO24/0030-2(7CD) 7000圓(税別）

2002年から2004年のライヴで､伯龍が病を得る前で､声にも
ハリがあります｡発端にあたる､｢網打七蔵｣､｢永代橘｣､｢網打因
一一果噺｣は既出のC皿ELLEOOO2-2(2005年7月27日ライヴ)と
は別テイク｡ボーナストラックは立川談志への稽古録音。
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カタログはこちら

↓

蹄海中学佼 購海韓合亮校

萌海トリトン

至甘俸高動09
↓■冑蔵 :罰

晴海分
アート 新月島公園

地下鉄●月島 徒歩約5分都営大江戸纏・東京メトロ有楽町線

都パス●月島三丁目徒歩約1分

江戸パス(ｺﾐｭﾆﾃｨバス） ●月島区民センター徒歩約1分

<月島社会教育会館のご案内＞
104-0052東京都中央区月島4丁目1番1号
(月島区民センター4階、5階）
電話：03-3531-6367
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